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岩手県農業会議  

 農地相談員 河村茂幹  
 

農業委員会活動について ― 活動記録カード集計結果から ― 

 
１ 農業委員会の３つの基本的な性格 

 
 ・  農地行政を担う行政委員会―農地の売買や転用について農業者を代表する

機関として公正に審査する。  
 
 ・  地域農業振興（構造政策）の推進組織―農業の担い手育成と農地の有効利

用を通じて地域農業の構造改革に取り組む。  
 
 ・  農業者の公的代表組織―農業団体や農業者・集落の声を行政・政策へ反映

させる。  
 
 

これらを具体的実践的に展開していく系統組織としての運動論が「新・農地と

担い手を守り活かす運動」である。  －  別添資料  －  
 
・  農業委員の活動はこれらを踏まえ行われる。この活動等を通じて地域農業の

課題や、農業者の声を汲み上げていく。  
そして、これらの活動を「活動記録カード」に記入し、総会等で報告検討を

行い、問題や課題を明確にして、委員会としての意見の公表・建議活動等に結

び付けていく。  
 
 

２ ２１年度活動記録カードの県下集計結果から 

（１） 地域ごとの活動形態、内容の特徴（県南、県北、沿岸）  ―  別添資料  －  
 

（２） Ａ町、Ｂ市の活動形態、内容の比較  ―  別添資料  －  
 

（３） ここ３か年の変化－別添資料  
 
 
 



３ 活動記録カード年度総括から 

（１） 印象的な活動内容  
 
（２） 第１期目の活動  

 
（３） 女性委員の活動  

 
（４） 農業者年金、新聞の推進  

 
（５） 類型で見る場合  

・  委員会活動への提案型  
 
・  政策提言型  
 
・  農政批判型  
 
・  消極型（無気力型）  
 
 
 
 

最後に 

  活動記録カードは、今後の活動のヒントになる宝庫  
・ 他の委員会や県平均などと比較し、我が委員会の活動の特徴を把握してみる。 
   農家訪問活動は？耕作放棄地対策は？農地集積活動は？農業者年金推進

は？  
 ・・・・・  
・ 今抱えている地域の課題も見えてくる。その共通認識が得られる。活動の在

り方も見えてくる。  
・  総会時（総会終了後）等に議論をしてみる。  
・ 他の近隣農委と、課題や取り組み方法の研究会なども持ってみることも考え

ては。  
 
・ さらには、これらを年度活動計画の策定や、その実績の検証にも活用するこ

とをお願いしたい。  
 


